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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
野生チンパンジーの道具使用についての野外研究はすでに37年の歴史を重ね,アフリカ各地で様々な事
例が報告されている｡しかし,これまでの報告のほとんどすべてが,道具の形態,使用行動の頻度や性差
･年齢差などの記述レベルにとどまっており,チンパンジーがなぜ,どのような生態的背景のもとで道具
を用いるか,といった視点に立つ研究は行われてこなかった｡申請者は,1992年から1996年にかけて3回
にわたる延べ20ケ月の長期野外調査に基づき,主として季節変化に注目して,道具使用の生態学的意味を
探る詳細な研究を行った｡
申請者が研究を行ったギニア共和国ポッソウのチンパンジー集団では,20年にわたって継続研究が行わ
れており,すでに多彩な道具使用のレパートリーが報告されていた｡申請者はまず,それまで数例しか観
察例がなかった ｢杵つき行動｣について,分析に十分な多数の観察を行い,その詳細を初めて報告した｡
この行動は他地域のチンパンジー集団では観察されておらず,行動型も独特であり,その報告価値は極め
て高い｡
さらに申請者は,13ケ月の通年継続観察に基づいて,道具使用の生態学的研究を行った｡重要な環境要
因として,チンパンジーが主食としている果実の利用可能性の季節変化を,簡便な定量方法を設定して記
録し,把握した｡このような資源量の定量化の厳密な測定は技術的に困難なため,これまでのチンパンジ
ー研究では必要性が叫ばれながらあまり行われておらず,この点からも申請者の手法は評価できる｡
資源量の季節変動に伴うチンパンジーの採食行動の変化を追跡記録することで,申請者は,アブラヤシ
を対象とする2種類の道具使用行動,石のハンマーを用いたナッツ割りと杵つき行動が,主要食物の不足
する時期に集中して起こることを発見した｡この変化は,対象のアブラヤシのナッツや葉髄の季節的利用
可能性とは関わりなく,遊動域全体の主要食物量の変化に伴っていた｡このことから,申請者は,これら
2種類の道具使用行動は食物の不足する時期を生き延びるための重要な生態学的機能を持つ,と結論して
いる｡ これまでの通説では,ヒトの道具使用は生存に不可欠であるが,チンパンジーの道具使用は生存の
ために重要ではなく,むしろ遊びのような文脈で解釈するべきものとされてきた｡申請者の結論はこのよ
うな通説を覆す,重要な貢献である｡
なお,この研究で用いられた果実資源量の定量システムは,やはり初歩的なものであり,今後より厳密
な検証を進めるためには,より大規模で精密なシステムを考案し設定することが望まれる｡ また,重要な
社会 ･生態学的諸変数である採食集団サイズ,遊動パターンの変化などとの重層的な関わりについても,
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今後の展開に期待する次第である｡
このように補うべき点があるが,本論文により得られた知見の重要性は非常に大きく,今後続発するで
あろうこの種の研究の先がけをなすものと判断する｡ よって本研究は博士 (理学)の学位論文として価値
あるものと認める｡
なお,主論文に報告されている研究業績を中心とし,これに関連した研究分野について試問した結果,
合格と認めた｡
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